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【手続補正書】
【提出日】平成26年4月18日(2014.4.18)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも３つ以上のエコー信号を取得する高速スピンエコー法におけるＲＦパルスを
、プリスキャンを用いて補正して画像を生成する磁気共鳴イメージング装置において、
　前記プリスキャンにおいて得られたエコー信号に基づいて、前記ＲＦパルスの照射位相
の誤差を計算する計算手段と、該計算手段で得られた計算結果に基づいて、前記ＲＦパル
スの照射位相の誤差を補正する補正手段と、前記エコー信号を少しずつ増やしながら、前
記計算手段による計算と前記補正手段による補正を繰り返す繰り返し手段を備えたことを
特徴とする磁気共鳴イメージング装置。
【請求項２】
　前記補正手段は、数が増やされたエコー信号と、その一つ前のエコー信号との間に印加
される反転ＲＦパルスの照射位相を変えることにより、前記誤差を補正することを特徴と
する請求項１に記載の磁気共鳴イメージング装置。
【請求項３】
　少なくとも３つ以上のエコー信号を取得する高速スピンエコー法における傾斜磁場パル
スを、プリスキャンを用いて補正して画像を生成する磁気共鳴イメージング装置において
、
　前記プリスキャンにおいて得られたエコー信号に基づいて、前記傾斜磁場パルスの誤差
を計算する計算手段と、該計算手段で得られた計算結果に基づいて、前記傾斜磁場パルス
の誤差を補正する補正手段と、前記エコー信号を少しずつ増やしながら、前記計算手段に
よる計算と前記補正手段による補正を繰り返す繰り返し手段を備えたことを特徴とする磁
気共鳴イメージング装置
【請求項４】
　前記補正手段は、数が増やされたエコー信号と、その一つ前のエコー信号との間に印加
される傾斜磁場パルスの印加量を変更することにより、前記誤差を補正することを特徴と
する請求項３に記載の磁気共鳴イメージング装置。
【請求項５】
　前記繰り返し手段は、エコー信号の数を１つずつ増やしながら繰り返すことを特徴とす
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る請求項１乃至４のいずれか一項に記載の磁気共鳴イメージング装置。
【請求項６】
　前記繰り返し手段は、エコー信号の数を２つずつ増やしながら繰り返すことを特徴とす
る請求項１乃至４のいずれか一項に記載の磁気共鳴イメージング装置。
【請求項７】
　前記エコー信号の数を、最大でいくつとするかを設定する設定手段を備えたことを特徴
とする請求項１乃至６のいずれか一項に記載の磁気共鳴イメージング装置。
【請求項８】
　前記補正手段は、クラッシャー傾斜磁場パルスの印加量を変更することにより、前記誤
差を補正することを特徴とする請求項１乃至７のいずれか一項に記載の磁気共鳴イメージ
ング装置。
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